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仕仕仕仕仕事事事事事おおおおおこここここしししししまままままちちちちちづづづづづくくくくくりりりりり
を考える市民の集い in うえだ

2002年 3月 9日（土）午後1時～4時45分
上田勤労者福祉センター3階大会議室

基調講演基調講演基調講演基調講演基調講演

分分分分分権権権権権型型型型型協協協協協同同同同同福福福福福祉祉祉祉祉社社社社社会会会会会ををををを目目目目目指指指指指しししししててててて

宮本　憲一 （滋賀大学学長）

○○○○○はははははじじじじじめめめめめににににに

　20世紀が戦争と公害の世紀でありました
ので、私どもは、21世紀は平和と環境の世紀
にしたいと願っておりました。しかしその最
初の改革の年である去年、私たちにとっては
その希望を裏切る問題が次々と起こりまし
た。多発テロと報復戦争が起こり、戦争の新
しい形態ということになって、それが長く続
く可能性、平和に反することが起こる可能性
が出てきているのです。
国連は1992年にリオデジャネイロで環境
開発会議を開きました。それは人類の歴史に
おいて極めて重大な会議であったと思ってお
ります。経済成長、生産力を発展させていけ
ば人類が幸福になると考えられていたこれま
での理念は間違いではないか。貧困を解決し
ていくというのは必要なことだが、今のよう

な形で大量生
産・大量消費を
続けていくと
地球環境は有
限なので持た
なくなってし
まい環境の破
壊が続いてし
まう。こうした
ことが明らか
になってきて、
これからの開発というのは地球環境を保全す
る枠の中で行なわなければならないと提唱さ
れました。これは極めて大きな歴史的な転換
を意味するものであります。この92年の会
議で「サステイナブル・ディベロプメント
（維持可能な発展）」というのが人類共通の命
題であるとされ、その第一歩として95年に、
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一番急がなければならない問題である温暖化
ガスの抑制について京都議定書が決められま
した。この目標としてごくわずかですが、先
進工業国が一致してそれぞれ割り当てられた
温暖化ガスの削減をするということが決まり
ました。しかし残念ながら去年、京都議定書
を発効する準備ができていたにもかかわら
ず、世界の4分の１の温暖化ガスを排出して
いるアメリカがこの議定書から離脱すると言
い出したのです。最近ブッシュ政権が発表し
たアメリカ独自の削減案というのを見ます
と、GDP国内総生産に対して汚染の率を下げ
るということで2010年までに18％削減する
としているのですが、成長率を伸ばしていく
わけですから結局は1990年代と比較して35
％から40％位増えてしまうのです。京都議
定書で実際には7％を削減しなければならな
いはずのアメリカは、35%以上増やすという
全く意味のない政策を発表してしまいまし
た。
「失われた10年」という言葉がありますが、
これは間違っている使い方だと思います。い
ままで使われてきた「失われた10年」とい
うのは、この10年間成長はできなかった、も
う1度また産業構造を変えて成長をしたいと
いうことなのですが、そうではないと私は思
います。今までの経済成長の中で生まれた大
量生産や大量消費のシステムを変えることが
まさに構造改革であり、われわれが目指さな
ければならない次のシステムなのです。それ
がこの10年間はできなかった。そのできな
かったことが「失われた10年」であると私
は思います。今日本で失われた10年を取り
戻そうとしてやっていることはもう1度成長
しようということですから、「新しいシステ

ムに乗り換えることはできない」と表明して
いるわけです。これは今までの構造をどう
やって維持していくかということにすぎない
という気がします。世界も日本も混迷してい
るような状況ですが、「大変だ大変だ、先が
見えない」と言っているのでは問題は解決し
ません。自分達の力で、そして自分達の地域
で京都議定書あるいは92年に世界が宣言し
た新しい社会をつくっていこう、そしてその
ための新しい仕事をおこそうということでこ
のシンポジウムにこれだけたくさんの方達が
お集まりになったというのは大変うれしいこ
とであります。これこそ本当の筋道であり、
「失われた10年」を取り戻していく一つの方
向性がみなさん方の手で示されているという
気がします。

○○○○○資資資資資本本本本本主主主主主義義義義義ののののの弊弊弊弊弊害害害害害ををををを除除除除除去去去去去すすすすするるるるるたたたたためめめめめののののの

国国国国国家家家家家ののののの介介介介介入入入入入とととととそそそそそののののの失失失失失敗敗敗敗敗　　　　　

―――――ソソソソソ連連連連連型型型型型社社社社社会会会会会主主主主主義義義義義体体体体体制制制制制ののののの崩崩崩崩崩壊壊壊壊壊ととととと福福福福福祉祉祉祉祉国国国国国家家家家家

の破綻―の破綻―の破綻―の破綻―の破綻―

19世紀にマルクスが予言したとおり、資本
主義社会というのはたくさんの弊害を生み出
しました。貧富の差、労使の対立、失業の問
題、あるいは地域の問題でいえば都市と農村
の間に極端な格差が現れてきます。そこで
19世紀の終わりから20世紀にかけて、そう
した弊害をなくすためのシステムをつくろう
ということで生まれたのがソ連型の社会主義
と福祉国家でありました。様々な弊害を資本
主義が自由競争の中で生み出していく。消費
社会の持っている発展力が引き起こす弊害を
どうしたらいいのかということで、国家が介
入しなければならないというのが20世紀前
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半に考え出されたシステムでした。その一つ
は中央指令型社会主義であり、もう一つは資
本主義を修正しようという福祉国家です。し
かしこの２つのシステムは、20世紀が終わ
りにさしかかった1970年代の終わりから80
年代にかけて危機に陥ってしまいます。
ソ連型社会主義は共産党の一党独裁で行な
われた政治体制であり、政治と経済というも
のが一体化していました。ですから政府が
とった方針が悪いと経済そのものもだめにな
るというものでした。画一的な大量生産型の
重化学工業が産業の中心を占めている時に
は、このソ連型社会主義は有効でした。しか
し産業構造がサービスや先端科学と結びつい
た知識集約型産業に変わり多様化してくる
と、画一的なソ連の体制はギクシャクしてき
ます。ソ連では軍事費の占める割合が非常に
大きかったので、それが民政的な政策の発
展、また知識産業の発展を妨げることにも
なっていました。産業構造が変化する中で生
産力の発展に障害が出てくるようになり、ま
た民主主義や自由への欲求も広がっていった
結果、中央指令型のソ連の社会主義は崩壊し
てしまったのです。これは単に体制の崩壊と
いうだけではなく、それまでマルクス主義経
済学というものが持っていた国家と経済の結
びつきについての理解の間違いにもつなが
り、一つの影響力を失うという問題が起こっ
てきました。
もう一方の福祉国家も中央集権型であり、
中央政府がナショナルミニマムという形で福
祉の水準を維持し、完全雇用政策を維持しよ
うというケインズの考え方です。国家が介入
することによって資本主義の経済的な循環を
是正していくということです。景気が悪いと

きには財政が公共投資を拡大することによっ
て有効需要をつくりだし不況を克服する。景
気が良くなりすぎたときには逆に財政を引き
締めるということによって経済を調整してい
くという理論です。しかし、一度できた官僚
機構、大きな政府というのがそう簡単に小さ
なものになるものではなく、実際に資本主義
の国家制度は景気に応じて弾力的に動くもの
ではありません。こうした福祉国家の体制が
出来上がるのは世界的には1960年の初頭な
のですが、日本では少し遅れて三木内閣のと
きにほぼ出来上がったといわれています。い
ずれにしてもこの福祉国家はその成長以来、
財政をどんどん膨張させ官僚機構をどんどん
大きくしていきました。その結果としてだん
だん弾力性がなくなっていき、さらに問題と
なったことは、アメリカが1971年になって
ニクソン政権の下でドルを金に換えることを
停止してしまったことです。これはベトナム
戦争でお金を使いすぎたうえに日本とドイツ
の生産力が上がってきて貿易が伸びなくなっ
たことによります。それまではアメリカの中
央銀行でドルを金に変えてくれていたのです
が、アメリカは行き詰まったためにそれをや
めてしまいました。そして世界中の通貨が紙
切れとなってしまったのです。その結果起
こった慢性的なインフレは、政府の力やある
いはIMFの力で調整しないと治まらなくなっ
てしまいました。この慢性的なインフレは
71年以降毎年のように続いたのです。景気
が悪くなって財政の支出がどんどん行われて
いくとインフレが進むのですが、それを抑え
る力がなくなってくる。そうしてインフレと
不況というのが同時に進んでいき、スタグフ
レーションとなっていきました。こうして福
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祉国家は危機に陥っていったのです。

○○○○○新新新新新自自自自自由由由由由主主主主主義義義義義ののののの潮潮潮潮潮流流流流流　　　　　

―民主化、―民主化、―民主化、―民主化、―民主化、規制緩和、規制緩和、規制緩和、規制緩和、規制緩和、「「「「「小小小小小さささささななななな政政政政政府府府府府」」」」」―――――

一方でソビエトの体制が崩壊していき、片
一方では福祉国家が財政の危機、スタグフ
レーションとなる中で、何か良い手はないか
といわれ始めたのが80年代です。この80年
代の状況の中から新しい経済の潮流として、
もう1度市場制度に戻る新自由主義が出てき
ました。つまり国家が市場に介入し雇用をつ
くり出すのはやめ、民間の活力に任せるとい
うことです。しかし民間の活力に任せると
いっても、もう資本主義は非常に成熟してい
ますから新しい産業があるわけではありませ
ん。どこに新しい産業を求めるのかという
と、今まで国家や公共団体がやっていたも
の、つまり福祉とか教育という社会サービス
の部門、あるいは医療です。こういうところ

に民間の資本を活躍させれば新しい事業効果
が生まれてくるのではないか、それから経済
のグローバル化をはかって新しい世界市場を
構成していくならば、行き詰まっている民間
資本が活躍できるのではないかということで
す。それまではそれぞれの国が国民経済とい
う枠組で関税の障壁を持ち、いろんな国家的
な規制をして自分のところの弱い産業を守ろ
うという体制が出来上がっていました。そう
した体制を崩して、つまり企業というものが
世界企業あるいは多国籍企業として自由にど
こにでも投資でき、貿易を自由に進めること
のできる経済のグローバル化を進めていきま
した。国内では民営化をしました。ほとんど
の重要な企業が国営化していたイギリスでは
全部民営化しています。　
これまでは、資本が自由に動くといろんな
弊害が出てくるので社会的な規制がありまし
たが、そうした労働のための規制や中小企業
を守るための価格の規制、環境の規制などと
いった社会的規制を緩和することで、企業を

表1　各国の公的支出の国内総資産に占める割合の推移

政府固定
資本

軍事費
社会保障
移転

政府固定
資本

軍事費
社会保障
移転

4.6 0.8 4.7 6.3 0.9 10.4
2.6 7.6 7.9 1.6 5.1 10.5
4.8 4.7 8.6 2.7 4.6 11.6
4.3 2.9 12.2 3.5 2.8 15.3
3.8 3.2 17.0 2.9 3.4 22.4
n.a n.a n.a n.a n.a n.a

政府固定
資本

軍事費
社会保障
移転

政府固定
資本

軍事費
社会保障
移転

政府固定
資本

軍事費
社会保障
移転

5.9 1.1 13.7 6.3 1.1 13.7 8.2 1.1 16.3
1.9 7.4 12.8 1.9 6.6 13.2 2.0 4.7 15.3
2.2 5.7 17.1 2.6 4.6 14.8 2.1 3.9 18.1
2.6 3.1 21.4 2.5 2.5 22.0 2.3 ― 26.4
3.5 3.7 27.9 3.9 3.4 26.9 3.9 3.4 30.1
3.7 3.2 23.3 3.6 3.1 25.4 4.0 3.3 32.7

（出所）大蔵省資料より　（単位：％）

1970年 1980年

日 本
ア メ リ カ
イ ギ リ ス
ド イ ツ

1994年

フ ラ ン ス
ス ウ ェ ー デ ン

1985年 1990年
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動きやすいようにする。それまでつくりあげ
てきた人権や弱者を守るための規制を緩和す
る。大きな政府であってはいけないので小さ
な政府にするために、これまで聖域といわれ
てきた教育や医療や福祉という部門について
の財政も節約する。高額所得者に重い税率を
かけ、財産所得には重く、勤労の所得には安
く税金をかける累進所得税をやめて、みんな
が一律に納める消費税をもうけて、所得税も
なるべく平均化して競争を進める。これが新
自由主義といわれるものです。国家が何らか
の形で介入することによって経済を維持しよ
うというのではなくて、民間の資本、企業に
経済の発展を任せ国家はできるだけ小さくな
ることで、もう1度経済を再建しようという
考え方が出てきたのです。

○○○○○経経経経経済済済済済のののののグググググロロロロローーーーーバババババリリリリリゼゼゼゼゼーーーーーシシシシショョョョョンンンンンととととと社社社社社

会問題会問題会問題会問題会問題

今、経済のグローバリゼーションという名
前で世界中が新自由主義の闇の中に入りつつ
あります。確かにこれは世界中の貿易を拡大
していることは間違いありません。そして安
いものが入ってくることによって物価が下が
るということがあるでしょうし、また経済の
市場が拡大することによって民間企業がある
程度回復するという効果もあげました。しか
し、経済のグローバリゼーションは幾つかの
大きな問題を抱えています。一番大きな問題
はやはり環境問題です。地球環境の危機は実
は経済のグローバリゼーションと一体となっ
て進んでいるのであって、世界中が、所得の
低い国でさえ大量生産・大量消費の独占企業
のシステムに巻き込まれています。例えばタ

イに行きますと自動車が氾濫してものすごい
大気汚染になっています。本来ならば今のタ
イの所得水準でそんなに自動車を買えるはず
がないのに、消費者信用というシステムをつ
くって月賦で買わせているのです。そうして
先進国の車が氾濫してバンコクでは息がつけ
ないようになってしまい、100万人の大気汚
染患者が発生しています。グローバリゼー
ションが進みますと、こういう形で世界中の
環境汚染が進み、地球環境の危機という問題
が起こってくるのです。
それから企業がどんどん海外に進出してい
くので先進国における失業問題も起こってい
ます。日本の企業も中国やアジアの労働力の
安いところへ出て行っており、今先進国は高
失業時代、大失業時代に入ったと言われてい
ます。関西ではそれが一番ひどく、沖縄に次
いで失業率が高くなっています。中小企業ま
でもが海外に進出しているので雇用の場が失
われつつあるのです。アメリカでは累進所得
税制などをやめて小さな政府になりましたの
で、統計ができてからこれほどひどい不平等
の経験はないといわれています。このあいだ
までアメリカの経済は非常に良かったといわ
れていますが、その状況の中ではものすごい
差別、所得の不平等が起こっていたわけで
す。
しかしもっとひどいのは、南北問題であり
ます。今、1日1ドル以下の生活をしている
絶対的な貧困（世界銀行の水準）の人口は13
億人です。経済のグローバリゼーションで
様々な物資、便利なものが世界中に行き渡っ
ていくようにみえて実はその中で貧困な人間
はまったく救われないまま、この10年間13
億人という数字は減らないのです。これは驚
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くべきことなのですが、全体としての世界の
所得は増えています。この10年間の所得を
とってみると、人類が生まれてから今までに
作り出したものと同じぐらいを使うぐらいの
所得を生み出しているのです。その一方で飢
餓にあえぎ、水がなくて困っている人の数が
猛烈に増えているわけであります。そういう
意味で言いますと、新自由主義というのが展
開している新しい条件というのは必ずしも人
類にとって幸福なシステムではないというこ
とがこの2、30年かなりはっきりしてきてい
るのです。これを「市場の失敗」、あるいは
「資本主義の弊害」といいます。

○○○○○新新新新新しししししいいいいい分分分分分権権権権権型型型型型協協協協協同同同同同福福福福福祉祉祉祉祉社社社社社会会会会会シシシシシススススステテテテテ

ムムムムムをををををもももももとととととめめめめめててててて

ヨーロッパの中道左派の社会民主党政権は
新自由主義を全面的に批判しているわけでは
ありませんが、このままの新自由主義ではい
けないということで、これをなんとか是正し
ようという動きが始まっています。ソ連型社
会主義体制と福祉国家の崩壊による「政府の
失敗」と「市場の失敗」という2つの失敗を
乗り越える新しいシステムをどう構築してい
くか、というのが21世紀のわれわれの課題
であるのです。その新しいシステムを考えて

いく中で、現実にこの失敗を乗り越えていこ
うとする各国の経験、あるいは理念というも
のを整理していくと「分権型福祉社会」とい
うところにたどり着きます。
表の2をご覧下さい。この表の2は政府の
総支出が国内総生産に占める割合を表してい
ます。1993年を見ていただきますと、アメリ
カは37.3％で、日本は34.9％です。この点
でいいますと、日本が先進工業国の中でいち
ばん政府部門が小さいことがわかります。公
務員が雇用の中で占める割合というのも実は
日本が先進国の中で最低です。スウェーデン
では福祉部門が非常に充実していますので
74％となっています。つまり所得の74％を
政府が使っているのです。それ以外につきま
しては民間部門として使っているわけです。
政府の支出が戦争中に増えるのは、軍事費が
増えていきますのであたりまえです。しかし
問題は1985年以降です。そこで1974年とそ
れ以降を比べてみてください。1974年以降、
新自由主義で民営化というのが猛烈に進んだ
はずなのですが、これを見るとほとんど変
わっていないどころか増えているのがわかる
と思います。統計というのは実に重要で、人
が持っている観念や思い込みというのを打ち
砕くのです。あれほど民営化をして民間資本
に任せるといいながら実際はそうならなかっ

（単位：％）

年度 1980 1913 1938 1950 1960 1974 1985 1990 1993
アメリカ n.a 8.0 19.8 21.4 27.2 32.1 36.4 36.6 37.3
イギリス 9.9 13.3 28.8 34.2 32.2 44.8 46.0 42.2 45.6
ドイツ 10.0 17.7 42.4 30.4 32.4 44.6 47.6 45.7 49.1
フランス 11.2 8.9 23.2 27.6 34.6 39.3 52.2 49.9 54.9
日本 9.0 14.2 30.3 19.8 17.5 24.5 32.3 32.3 34.9

スウェーデン ※ ※ ※ ※ 31.0 48.1 64.9 60.8 74.1
OECD ※ ※ ※ ※ 28.1 34.6 41.5 41.0 43.4

（出所）OECD,Historical Statistics. 1995など ※は不明

表2　政府総支出のGDPに占める割合の変化　　　　　
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たのです。公共部門が今までと変わらず、あ
るいは増えているというこの状況は非常に重
要な意味を持っています。つまり今の社会と
いうのは、そう簡単に市場に全部委ねていく
のは不可能になっているのです。それはなぜ
か。どの国でも保育、老人の福祉というもの
は決して家庭ですべてやるわけにはいかない
ので、社会が何らかの形で面倒を見なければ
なりません。また産業の発展は公共的な科学
技術の進歩がなければありえません。科学技
術は産業のためにだけあるものではなくて、
極めて公共的なものであって、その成果はあ
る企業のもうけのためにだけ使ってはならな
いのです。国民のため、人類のために使わな
ければなりません。科学技術の成果というの
は大体基礎的なもので、社会全体が利用でき
るものをつくっています。ですから、今の産
業の発展というのは公共的な科学の発展をな
くしてはありえないようになっているので
す。こういうことを「生産や生活が社会化し
た」といいます。つまり民間の資本が生産を
していくといっても、公共的な性格のあるも
のと結びつかなければならないのです。人間
の健康や環境というものも社会的な性格を
持っています。それから生活も同様に、個人
の利益、便利さのために動いているように見
えて実はその性格はだんだん社会化している
わけです。コミュニティ、あるいはその社会
におけるいろいろな施設なくして生活は1日
たりとも動きません。このことは災害に遭う
とわかります。神戸の震災のときには、社会
的な施設がないと人間というのは生きていけ
ないということがわかりました。水道、ガ
ス、エネルギーが止まったらどうなるか、交
通が止まったらどうなるか。つまり、今のわ

れわれの市民生活は、社会的な共同の施設が
あって成り立っているわけです。したがって
いかに新自由主義で自由化する、民営化する
といってもそれには限度があります。まさに
統計が示すとおり、公的支出の推移はほとん
ど変わりがないのです。
表の1は公的支出が何に使われているのか
を示しています。スウェーデンではそれが社
会保障に使われていますが、日本は社会保障
が非常に小さくて、政府固定資本、いわゆる
公共事業に8％も使われています。他の国で
は2％でしかないのに、日本はダントツ、め
ちゃくちゃに公共投資、公共事業を行なった
ということがこの表の１に明確に現れている
わけです。全体的に見て日本は公共部門の割
合が非常に小さいにもかかわらず、そんな使
い方をして良かったのでしょうか。いかに企
業が市場を拡大したい、大量生産・大量消費
のシステムを維持したいと思っても、公共的
な部門あるいは社会的なサービスというもの
がなければ今のこの成熟社会というのは動か
ないのです。

○○○○○自自自自自治治治治治体体体体体ととととと市市市市市民民民民民のののののパパパパパーーーーートトトトトナナナナナーーーーーシシシシシッッッッップププププ

　　　　　――――― 「「「「「小小小小小さささささななななな政政政政政府府府府府」」」」」「「「「「大大大大大きききききななななな自自自自自治治治治治体体体体体」」」」」―――――

避けがたい生産・生活の社会化の時代に、
住民にとって最も合理的で効率のいい、しか
も環境を保全する平和な国家をつくり得るよ
うなシステムを私たちはどうつくったらよい
のでしょうか。私はそういう意味で「小さな
政府」「大きな自治体」といっています。政
府は小さなほうがいいと思っています。やっ
ぱり軍事費はできるだけないほうがいい。そ
れから政府の中央官僚があまりにも大きな規
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制力、強制力を持っているというのは望まし
くはない。中央政府は小さければ小さいほど
いいのです。しかしどうしてもこれからの社
会では公共部門は拡大する傾向にあります。
その拡大をどこがやればいいのかといえばそ
れは分権化するべきで、内政というものはむ
しろ自治体に任せるべきだと思います。ここ
で一つ疑問が出てきますが、それは自治体も
官僚機構にならうところがあるので任せてし
まっていいのかということです。現実的に日
本の場合は自治体も官僚的で住民のために奉
仕するということはありません。本来、自治
体の役割というのは、住民の活動を支持す
る、発展させるというものでなければならな
いのです。これからの自治体は官僚機構とし
てではなくて、その地域におけるいろんな市
民組織を援助する、あるいは地域の民間企業
とうまく結合しながら事業を進めていくよう
な大きな自治体でなければなりません。つま
りNPOや協同組合といった非営利組織、ある
いはその地域にある中小企業とうまく協力し
て、社会サービス部門を拡大していくような
自治体でなければならないのです。
ヨーロッパでは国家の役割を小さくしてど
ういう政治体系を組むかということで自治体
に権限をおろしました。1985年にヨーロッ
パ地方自治憲章というものをつくり、各国が
国家の持っていた権限を自治体に委ねていっ
たのです。特にフランスは中央集権国家だっ
たのですが、これは非常に画期的な地方自治
の拡大となりました。こうしてヨーロッパで
は通貨統合のような国際化と地方自治の発展
がセットになって動いていったのです。中央
集権的な国家の弊害というのは非常にはっき
りしてきましたので、アジアでも分権化が進

んでいます。まだ不完全なのですが、日本も
ようやくこの99年に「分権化一括法」で分
権化に踏み切りました。今度は財源を分権化
しなければなりませんし、住民の参加、住民
の自治がないと分権は片手落ちとなってしま
います。これからわれわれは実体化していく
ような社会をつくらなければいけないと思い
ます。依然として日本では分権化した場合、
公共事業中心でありますが、これからは福祉
社会を中心にしなければなりません。福祉社
会というのは福祉国家という意味ではなく、
自治体と地域の住民、企業、非営利組織との
活動が一体となって福祉を遂行していくとい
うことです。現実に、日本でも新しい動きが
始まってきています。

○○○○○中中中中中央央央央央依依依依依存存存存存ののののの外外外外外来来来来来型型型型型開開開開開発発発発発ののののの終終終終終焉焉焉焉焉ととととと内内内内内

発的発展発的発展発的発展発的発展発的発展

日本の地域開発は、大きな企業やオリン
ピック、万博などの大型イベントを誘致す
る、あるいは新幹線や高速道路などの大規模
な公共事業を誘致することによって地域を開
発し、発展させようということに走っていま
す。こういう大規模な開発を外来型開発とい
います。しかしこうした外来型開発である
と、そこで生み出された利潤は全部中央の資
本に吸われ法人関係の税金は大部分が東京の
中央政府に行ってしまいます。ですから確か
に一時的に雇用、所得は増えるように見えま
すが、本来なら教育や福祉にまわるはずの社
会的剰余や、次の事業を発展させるはずの剰
余が全部東京へ吸われていくのです。戦後繰
り返し、国土の均等ある発展のためにといっ
て「国土総合開発計画」が行なわれ、農村地
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域や地方都市を発展させる目的でリゾート開
発、テクノポリス計画が行なわれました。そ
れをやればやるほど東京が発展していき、地
域開発どころか中央開発をしてきたのです。
このことによって、日本が数十年いかに間
違った開発の論理を進めてきたのかというこ
とがわかります。
そこでわれわれは70年代に内発的発展論
というのを主張しました。つまりそれは地域
の資源や人材を軸にして、開発の目的を単な
る所得の向上とするのではなくて、総合的な
福祉や文化あるいは健康の向上というものを
入れ総合性を図る。そしてその地域の産業に
連関を持たせて地域の中で付加価値を付け、
そこで生み出された社会的剰余（利潤と税
金）をできるだけ地元に還元させる。そして
開発は住民の参加、自治というものにのっ
とって進めていく。「目的の総合性」、「地域
内産業に連関をつけ社会的剰余を地元に落と
す手法」、「住民参加と自治」が内発的発展の
3原則です。内発的発展は外来型開発で地域
開発に失敗した各地域で採用されてきまし
た。例えば湯布院では大成功をしています。
この地域は何の変哲もない温泉地だったので
すが、今では行きたい温泉地の第1位になっ

ています。何らそこに突出的な施設があるわ
けでもないのですが、非常に美しい農村の風
景で、田んぼがあって川、山が広がってい
る。その風景を維持し、それに調和するよう
に建物をつくるということを心がけているの
です。湯布院の非常に立派なところは観光客
のためにまちづくりをするのではなくて、住
んでいる人間が満足するまちをつくるという
方針にあります。このことを原則に内発的発
展論を採用して、温泉では地元の農産物を提
供し地元の農民が作ったものをお土産にして
います。現在1 万人の人口の湯布院に年間
400万人の観光客が来ています。それから長
浜に黒壁というところがあります。北国街道
沿いに非常に古い民家が残っていたのをその
まま商店や博物館に利用しており、門前町も
整備されて、年間200万人の観光客が訪れて
います。この地域は黒壁という第3セクター
をつくって成功しました。その他に沖縄でも
同じような事例があります。　　　

○内発的発展の第○内発的発展の第○内発的発展の第○内発的発展の第○内発的発展の第22222段階段階段階段階段階

いずれにしても、こうした内発的発展を
やっている地域の成功例が非常に多くなって
きました。私はこうした動きを見ておりまし
て、最近ではどうもそれだけではだめではな
いかと思うようになりました。確かにまじめ
にやってきているところは所得も上がり、人
口の減少も止まり増えていくという成果が上
がってきています。しかし地球環境の保全を
考えた場合、将来の新しい社会を構想しよう
というときに、観光客が増えてまちが発展す
るということだけでいいのかと疑問をもつよ
うになりました。内発的発展で成功した地域

公共部門 民間部門

決定機構 協議体（議会） 市　場

価値尺度 社会的価値尺度 交換価値

存立条件 民主主義 自由（競争）

硬直要因 官僚主義 独　占

弊　害 政府の欠陥 市場の欠陥

表3　公私両部門の規範的メカニズム
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では非常に優れた指導者がボランティア的に
まちおこしを行なっているのですが、それが
うまく継承されているのかどうか、環境の保
全というかたちで見た場合にそれは正しいの
か、ということが非常に大きな問題ではない
かと思うようになりました。
その点で事例としてはまだ小さいのです
が、新しい未来を示していると思われる「菜
の花プロジェクト」というものがあります。
これは最近はじまりだしたプロジェクトで、
完全循環社会を目指す運動です。滋賀県には
県の6分の1を占める古代から続くすばらし
い湖の琵琶湖があります。その滋賀県は関西
に近いので日本一工業化が進み、日本一人口
の増加が見られるところです。そういう意味
で外来型発展が典型的な形で進んだのです
が、その結果として琵琶湖が汚染され、1977
年についにアオコが発生して水が臭くて飲め
ないという状況になってしまいました。そこ
で地元で非常に立派な住民運動が起こりまし
た。合成洗剤をやめてせっけんを使おうとい
うもので、そのせっけんを廃油でつくること
になり、その後には県内の洗剤消費率の70
％以上がせっけんになるという成果を生み出
しました。そして県も合成洗剤を使わせない
という方針に転換したことから、化学工業は
困ってしまい、リンが含まれない新しい合成
洗剤をつくったのです。そうなるとせっけん
の利用が減ってきて、せっかく集めた廃油も
余りだしました。そこで滋賀県環境生活協同
組合は菜の花を植え、菜の花で食用油をつく
り給食に回して、そこであまった廃油を
ディーゼルエンジンの燃料にしようという計
画を立てました。さらにディーゼルエンジン
をつくるときの糟などは肥料や飼料にする。

この方法によって完全循環方式をやろうとい
うことで、廃油を入れてディーゼルエンジン
の軽油にするという単純な機械を考案しまし
た。実はドイツでは公害対策のために菜種油
をディーゼルエンジンに使っているという成
果がありましたので、それを聞いてその技術
を利用することにしたのです。現在この「菜
の花プロジェクト」は全国30箇所以上に広
がっています。まだまだコストは少し高くつ
くのですが、その発想はすばらしく将来性は
あると思っています。今、休耕田2ヘクター
ル位で行っているのですが、休耕田はまだま
だ多くの地域であります。こうした完全循環
型の環境を軸にした新しい産業を考えていこ
うということはなかなか面白いことで、これ
からどんどん応用することができると思いま
す。
完全循環型内発的発展というのが内発的発
展の第2段階なのではないでしょうか。ぜひ
長野県でもそういう内発的発展の第2段階の
モデルをつくっていただきたいと思っていま
す。今日はみなさん方が今やっていることに
自信を与えようと思ってここへ来ました。み
なさん方がいろんな形で仕事おこしをし、そ
のために連帯を生み出しているということは
決して無駄なことをやっているのではなく、
分権型福祉社会における内発的発展論の一つ
のモデルをつくりつつあるのです。そういう
ものがこの日本社会の中で力を持ったとき
に、失われた10年ではなくて、これからの
新しいシステムを生み出すことができるので
はないかと考えています。これからみなさん
方の地道な、自立した個人の手によって、連
帯の生まれる道が発展していくことを希望い
たします。


